
業
」
の
会
員
管
理
及
び
給
付
事
務
を

行
っ
た
ほ
か
、
退
職
共
済
事
業
管
理
資

産
の
運
用
評
価
益
が
大
幅
に
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、責
任
準
備
金
率
は
改
善
し
、

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
に
寄
与
し
た
。

４４  

社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

（
1
）社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

◆ �　

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に
対

し
、
施
設
外
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

や
自
主
生
産
製
品
の
販
売
、
販
路
・
業

務
受
注
拡
大
等
の
支
援
や
、
障
が
い
者

を
理
解
す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催

し
、
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所

を
利
用
す
る
障
が
い
者
が
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
た
。

◆ �　
県
内
障
が
い
就
労
支
援
事
業
所
の
利

用
者
が
将
来
的
に
自
立
し
た
生
活
を
営

め
る
よ
う
、
農
林
水
産
業
者
、
企
業
、

官
公
庁
と
事
業
所
の
役
務
の
受
注
支
援

を
行
い
、
工
賃
の
向
上
に
よ
る
所
得
確

保
を
促
進
し
た
。

（
2
）適
正
な
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
実
施

◆ �　
岩
手
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

事
業
に
取
り
組
み
、
客
観
的
か
つ
専
門

的
に
第
三
者
が
事
業
所
を
評
価
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
た
。

５５  

多
様
な
組
織
等
と
の
連
携
協
働

多
様
な
組
織
等
と
の
連
携
協
働

（
1
）�種
別
協
議
会
・
部
会
活
動
を
通
じ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
福
祉
を
増
進
さ
せ
た
。

（
2
）�10
の
事
務
受
託
団
体
の
適
正
な
運
営

と
事
業
の
推
進
に
努
め
た
。

６６  

指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営

指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
管
理
運
営

◆ �　
効
率
的
な
運
営
と
魅
力
あ
る
事
業
の

企
画
実
施
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安

全
性
の
高
い
堅
実
な
施
設
運
営
に
努

め
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
県

民
が
地
域
社
会
の
中
で
健
康
で
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
た
。

７７  

県
社
協
の
活
動
基
盤
の
強
化

県
社
協
の
活
動
基
盤
の
強
化

（
1
）県
社
協
財
政
基
盤
の
適
正
化

◆ �　
県
内
企
業
等
へ
の
協
賛
金
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
3
3
4
の
企
業
等
か
ら
支

援
を
受
け
、
自
主
財
源
を
確
保
し
た
ほ

か
、
事
務
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
だ
。

（
2
）組
織
強
化
の
た
め
の
取
組
の
推
進

◆ �　
第
4
期
岩
手
県
地
域
支
援
計
画
と
の

連
携
を
重
視
し
た
「
岩
手
県
社
会
福
祉

協
議
会
活
動
計
画

2
0
2
4
‒
2
0
2
8
」（
第
4
期
）
を

策
定
し
た
。

８８  

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

◆ �　
第
76
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
、
豊
か
な
福
祉
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
共
通
認
識
を
深
め
た
。

１１  

県
民
の
生
活
課
題
の
解
決

県
民
の
生
活
課
題
の
解
決

（
1
）生
活
課
題
を
抱
え
る
住
民
の
支
援

◆�　
住
民
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
把
握
し

解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行

う
、
地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
C
S
W
）
を
30
人
養
成
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
実
践
研
修
会
等

を
開
催
し
た
。

◆�　
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
け
と
必
要
な

相
談
支
援
を
行
い
、
安
定
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
し
た
。

　

�　
な
お
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
に
お
い
て

は
、
償
還
免
除
要
件
に
該
当
す
る
1
︐

1
7
2
件
、
3
8
8
︐7
0
4
千
円
の

償
還
免
除
を
行
う
と
と
も
に
、
償
還
免

除
要
件
に
該
当
し
な
い
世
帯
に
は
、
市

町
村
社
協
と
連
携
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

◆ �　

県
内
89
法
人
の
参
画
に
よ
り

I
W
A
T
E
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
実
施
し
、
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
経

済
的
支
援
等
を
行
っ
た
。

◆ �　
盛
岡
圏
域
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
に
お
い
て
、
自
立
相
談
支
援
事

令和５年度
一般会計計算書類の要旨

令和 6 年 3月 31日現在（単位：千円）貸借対照表
科　　目 金　額

資産の部
流動資産 470,266
固定資産 19,295,605
（基本財産） 5,000
（その他の固定資産） 19,290,605
資産の部合計 19,765,871

負債の部
流動負債 112,329
固定負債 18,229,258
負債の部合計 18,341,587

純資産の部
基本金 200
基金 114,303
国庫補助金等特別積立金 1,103,547
その他の積立金 161,230
次期繰越活動増減差額 45,004
純資産の部合計 1,424,284
負債及び純資産合計 19,765,871

（単位：千円）事業活動計算書
科　　目 金　額

サービス
活動増減

サービス活動収益 989,846
サービス活動費用 996,314
サービス活動増減差額 △�6,468

サービス
活動外
増減

サービス活動外収益 1,796,759
サービス活動外費用 1,796,743
サービス活動外増減差額 16

経常増減差額 △�6,452

特別増減
特別収益 62,253
特別費用 63,651
特別増減差額 △�1,398

税引前当期活動増減差額 △�7,850
法人税・住民税及び事業税 0
当期活動増減差額 △�7,850

繰越活動
増減差額

前期繰越活動増減差額 47,197
当期末繰越活動増減差額 39,347
基本金取崩額 0
基金取崩額 0
その他の積立金取崩額 7,897
その他の積立金積立額 2,239
次期繰越活動増減差額 45,005

（単位：千円）資金収支計算書
科　　目 金　額

事業活動
による
収支

事業活動収入 974,898
事業活動支出 1,132,057
事業活動資金収支差額 △157,159

施設整備
等による
収支

施設整備等収入 0
施設整備等支出 490
施設整備等資金収支差額 △�490

その他の
活動によ
る収支

その他の活動収入 3,655,398
その他の活動支出 3,569,897
その他の活動資金収支差額 85,501

予備費支出 0
当期資金収支差額合計 △�72,148
前期末支払資金残高 458,103
当期末支払資金残高 385,955

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

業
及
び
家
計
改
善
支
援
事
業
を
実
施

し
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
生
活
の
促
進

を
図
っ
た
。

◆�　
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、
相
談
対

応
や
家
計
管
理
等
の
個
別
相
談
会
を
開

催
す
る
等
、
複
合
的
な
生
活
課
題
を
解

決
す
る
取
組
を
行
っ
た
。

（
2
）�住
民
の
権
利
擁
護
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
支
援

◆ �　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
等
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
援
助
等
を
行
う
た
め
、
12
の
基

幹
社
協
に
一
部
業
務
委
託
を
行
い
、
利

用
者
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
成
年

後
見
制
度
へ
の
移
行
支
援
を
行
っ
た
。

◆ �　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決

相
談
対
応
等
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内

福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
お
け
る

苦
情
解
決
の
体
制
整
備
を
支
援
し
た
。

（
3
）�民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
支
援

◆ �　
初
任
者
、
中
堅
、
会
長
・
副
会
長
、

主
任
児
童
委
員
等
へ
の
各
種
研
修
会
を

開
催
し
、
資
質
向
上
と
相
談
支
援
体
制

の
構
築
を
促
進
し
た
。

　
本
会
は
、「
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
計
画
2
0
1
9
‒
2
0
2
3
」（
平
成
31
年
3
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
は
活
動
計

画
の
最
終
年
度
と
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
な
お
、
取
組
内
容
の
詳
細
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
4
）�東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
と

災
害
時
対
応
体
制
の
整
備

◆ �　
生
活
支
援
相
談
員
54
人
を
配
置
し
、

被
災
者
の
う
ち
支
援
対
象
1
︐6
9
9

世
帯
に
対
し
訪
問
等
を
行
っ
た
ほ
か
、

生
活
支
援
相
談
員
の
研
修
会
等
を
通
じ

て
被
災
者
の
生
活
課
題
の
解
決
と
つ
な

が
り
の
再
構
築
を
支
援
し
た
。

◆ �　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
V
C
）
設
置
・
運
営
に
係
る
研
修
訓

練
等
を
開
催
し
、
災
害
発
生
時
に
市
町

村
社
協
災
害
V
C
が
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

◆ �　
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
員

を
新
た
に
31
人
養
成
す
る
と
と
も
に
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
派
遣
体
制

の
強
化
を
図
っ
た
。

２２  
住
民
の
福
祉
活
動
の
振
興

住
民
の
福
祉
活
動
の
振
興

（
1
）�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
と
福
祉

教
育
の
推
進

◆ �　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
i
n
い
わ
て
を

実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
人
材

を
育
成
し
た
ほ
か
、
出
前
講
座
を
開
催

し
、
住
民
相
互
に
支
え
合
う
機
運
の
醸

成
を
図
っ
た
。

（
2
）情
報
発
信
機
能
の
強
化

◆�　
会
員
施
設
及
び
市
町
村
社
協
の
活
動

等
を
本
会
機
関
紙
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
情
報
提
供

に
努
め
た
。

３３  

福
祉
人
材
の
養
成
と
確
保

福
祉
人
材
の
養
成
と
確
保

（
1
）�福
祉
人
材
の
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援

◆ �　
社
会
福
祉
従
事
者
と
し
て
の
心
構
え

や
資
質
を
高
め
る
た
め
の
講
習
等
を
開

催
し
、
福
祉
現
場
の
人
材
確
保
、
育
成

及
び
定
着
を
図
っ
た
。

◆ �　
介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
を
実

施
し
、
安
全
か
つ
適
切
に
喀
痰
吸
引
を

実
施
で
き
る
人
材
の
養
成
を
図
っ
た
。

（
2
）�福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の

強
化

◆ �　
介
護
、
保
育
、
福
祉
の
無
料
職
業
紹

介
所
と
し
て
、
求
人
求
職
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
り
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着

を
図
っ
た
。

◆ �　
介
護
福
祉
士
又
は
社
会
福
祉
士
の
資

格
取
得
を
目
指
す
学
生
等
に
対
す
る
修

学
資
金
の
貸
付
け
を
実
施
し
、
福
祉
・

介
護
人
材
の
養
成
を
図
っ
た
。

（
3
）�退
職
共
済
制
度
の
適
正
運
営
と
福
利

厚
生
事
業
の
充
実

◆ �　
「
民
間
社
会
福
祉
事
業
職
員
共
済
事

※�千円未満を四捨五入しているため、若干の誤差が
生じています。
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